
1クールの日数 放射線治療

　14　　日 ■なし　□あり

投与日

d1 ① 生食50ml
（プライミング用）

② ニボルマブ 240mg + 生食100ml
投与時は0.2又は0.22μmのｲﾝﾗｲﾝﾌｨﾙﾀｰを用いる。
体重30kg未満の場合、総液量100mL以下とする。

③ 生食50ml
（フラッシュ用）

本療法は、マイクロサテライト不安定性検査（MSI）陽性の大腸癌において、2次治療以降の治療で効果が示されている治
療法です。臨床試験により、優れた治療成績が示され、BRAF変異陽性の大腸癌において新しい標準治療の一つとされ
ています。皮疹や下痢、肺炎、内分泌異常などの免疫関連有害事象をはじめとした副作用がでることがあります。副作用
が強い場合は、休薬などの調整が必要になることがあります。

プロトコール名

MSI-H大腸癌 Nivolumab療法

コメント

薬品名（※赤字は抗がん薬）

処方医登録必要なし。

プロトコールに関する解説
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